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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  ２枚の液晶パネルを開閉する機構を有する液
晶表示装置において、液晶パネルが長方形以外の形状で
あっても、良好な表示品質を有する液晶表示装置を提供
すること。
【解決手段】  開閉軸に対して垂直方向となる表示幅
が、同一液晶パネル内の任意の２箇所で異なるような液
晶パネルを備え、さらに開閉軸に対し垂直方向に配列す
る画素列で、画素ピッチと画素数とを規定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１の液晶パネルの一辺と第２の液晶パ
ネルの一辺とが近接するように、第１の液晶パネルと第
２の液晶パネルとが接続され、かつ接続部を開閉軸とし
て、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとが向き合う
ように開閉できる機構を有する液晶表示装置であって、
開閉軸に対して垂直方向となる表示幅が、同一液晶パネ
ル内の任意の２箇所で異なっていることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項２】  第１の液晶パネルと第２の液晶パネルと
は開閉軸を対称軸として、対称な形を有していることを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  第１の液晶パネルと第２の液晶パネルと
は、開閉軸に対し、垂直方向に配列する、複数の画素よ
りなる画素列を有し、同一液晶パネル内において、すべ
ての画素列の画素ピッチは等しく、かつ任意の画素列の
画素数が、他の画素列の画素数と異なることを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】  第１の液晶パネルと第２の液晶パネルと
は、開閉軸に対して、垂直方向に配列する、複数の画素
よりなる画素列を有し、同一液晶パネル内において、任
意の画素列の画素ピッチが、他の画素列の画素ピッチと
異なり、かつすべての画素列の画素数は等しいことを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の液晶表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置の構成
に関し、特に携帯型情報処理装置に用いる２枚の液晶パ
ネルを用いた液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】携帯電話の普及や、個人用情報機器（Ｐ
ＤＡ機器）の普及に伴って、携帯型情報処理装置が大量
に出回って来ている。そして、これらの携帯型情報処理
装置では、小型化、軽量化が進む一方で、高機能化、カ
ラー表示化が求められている。そのため、液晶表示装置
に対しても、小型軽量化と高密度大画面化という相反す
る要求がでてきている。
【０００３】従来、液晶表示装置は１枚の液晶パネルで
構成してあるので、高密度大画面表示を行うと、どうし
ても液晶表示装置の外形が大きくなり、そのために、情
報処理装置も大きくなり、携帯性が悪くなってしまって
いた。そこで、携帯型情報処理装置用の液晶表示装置と
しては、小型の液晶表示装置を用いざるを得ず、表示容
量が少ないので、何回も画面を切り替えて表示してい
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】そこで、２枚の液晶パ
ネルを用い、１枚の液晶パネルは情報処理装置本体に備
え、もう１枚の液晶パネルを情報処理装置に設けた開閉
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する蓋に備えた携帯型情報処理装置が提案されており、
例えば、特開平１１－２４９５９６号公報や特開平１１
－１６７３５４号公報等に開示されている。このよう
に、２枚の液晶パネルを備えることで、未使用時は蓋を
閉じて、小型でありながら、使用時には蓋を開いて、２
枚の液晶パネルを同時に表示させることで、大画面表示
が可能となる。
【０００５】しかしながら、従来の２枚の液晶パネルを
用いた液晶表示装置では、液晶パネルの形状が長方形の
ものを使用することが一般的であった。しかし、携帯性
の向上やファッション性重視の形状を実現するために
は、２枚の液晶パネルを直方形以外の形状にすることが
強く望まれていた。
【０００６】本発明の目的は、２枚の液晶パネルを備え
る液晶表示装置において、液晶パネルの形状が直方形以
外の形状のものを使用し、さらに特殊な形状の液晶パネ
ルであっても、良好な表示を実現するため、液晶パネル
内の最適な画素配置を提供するものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明は第１の液晶パネ
ルの一辺と第２の液晶パネルの一辺とが近接するよう
に、各液晶パネルが接続され、かつ接続部を開閉軸とし
て、両方の液晶パネルが向き合うように開閉できる機構
を有する液晶表示装置であって、開閉軸に対して垂直方
向となる表示幅が、同一液晶パネル内の任意の２箇所で
異なっていることを特徴としている。
【０００８】さらに好ましくは、第１の液晶パネルと第
２の液晶パネルとは開閉軸を対称軸として、対称な形を
有していることを特徴としている。
【０００９】また、第１の液晶パネルと第２の液晶パネ
ルとは、開閉軸に対し、垂直方向に配列している、複数
の画素からなる画素列を有しており、一つの画素の中心
点から、隣の画素の中心点までの距離（以後、画素ピッ
チと称する。）と画素列の画素数に注目し、同一液晶パ
ネル内において、すべての画素列の画素ピッチを等しく
し、かつ任意の画素列の画素数が、他の画素列の画素数
と異なるように、画素を配列させることを特徴としてい
る。
【００１０】または、任意の画素列の画素ピッチが、他
の画素列の画素ピッチと異なり、かつ、すべての画素列
の画素数が等しくなるように配置させてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を用いて、本発明を実
施するために最良な液晶表示装置の構成と作用を説明す
る。図１は本発明の液晶表示装置の模式図である。本発
明の液晶表示装置は、第１の液晶パネル１の一辺と第２
の液晶パネル２の一辺とが近接するように、第１の液晶
パネルと第２の液晶パネルとが接続されており、かつ接
続部を開閉軸ｈとして、第１と第２の液晶パネルが向き
合うように開閉できるような機構を有している。
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【００１２】ここで、同一液晶パネル内の任意の２箇所
である図中のＡとＢに注目する。Ａでは、開閉軸ｈに対
して垂直方向となる液晶パネルの表示幅はｍとなり、Ｂ
では、開閉軸に対して垂直方向となる液晶パネルの表示
幅はｎとなっている。図１で示した第１の液晶パネルで
は、ｍの方がｎより大きくなっており、表示幅が任意の
２箇所のＡとＢとで、異なった表示幅となる液晶パネル
を採用している。また、図１では第１の液晶パネル１と
第２の液晶パネル２は開閉軸ｈに対して、対称な形と
し、第２の液晶パネルにおいても、任意の２箇所で、異
なった表示幅となるようにした。
【００１３】図１では、第１と第２の液晶パネルの形状
は台形であったが、任意の２箇所で異なった表示幅を有
する液晶パネルであれば、いかなる形状の液晶パネルを
用いてもよい。例えば、図２の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）
のような形状の液晶パネルを採用しても同様の効果が得
られる。図２の（ａ）は第１と第２の液晶パネルが、対
称軸ｈを中心として、八角形を二つに分けた形状をして
いる。図２の（ｂ）では、対称軸ｈを中心として、六角
形を二つに分けた形をしている。また、図２の（ｃ）で
は、第１と第２の液晶パネルが二等辺三角形の形状をし
ている。いずれの液晶パネルであっても、任意の２箇所
ＡとＢにおける表示幅はそれぞれｍとｎとなり、異なっ
た表示幅としている。
【００１４】また図１および図２では、第１の液晶パネ
ル１と第２の液晶パネル２が、開閉軸ｈを中心として、
左右の位置に設置したが、開閉軸ｈを水平方向に９０゜
回転させ、開閉軸ｈを中心として、第１の液晶パネルと
第２の液晶パネルとを上下に設置してもよい。
【００１５】このように、様々な形状の液晶パネルであ
っても、液晶パネル内に形成される画素の配置を以下の
ように設定することで、良好な表示を可能とすることが
できる。
【００１６】第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとは
それぞれ複数の画素を備えているが、開閉軸に対して、
垂直方向に配列している画素に注目する。この配列して
いる画素を画素列と称し、本発明は一つの画素列内の画
素ピッチと画素数とを規定するものである。一つには、
同一液晶パネル内において、すべての画素列の画素ピッ
チを等しくし、かつ任意の画素列内の画素数が、他の画
素列の画素数と異なるように画素を配列させている。こ
のように画素を配置することによって、各画素の大きさ
を等しくすることができる。
【００１７】または、任意の画素列の画素ピッチが、他
の画素列の画素ピッチと異なり、かつ、すべての画素列
の画素数が等しくなるようにしている。このように画素
を配置することによって、各画素の大きさを任意に設定
することができる。本発明に採用した液晶パネルは様々
な形の液晶パネルを採用するので、画素の大きさを任意
に変化させることができれば、本発明の液晶表示装置を
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使用する視認者が、第１と第２の液晶パネルを、どの位
置から観察するかを考慮し、視認者側からの最適な画素
の大きさを設定することも可能となる。
【００１８】
【実施例】（実施例１）図１は本実施例における液晶表
示装置の第１と第２の液晶パネルの構成を示した模式図
である。図１に示すように、第１の液晶パネル１の一辺
と第２の液晶パネル２の一辺とが近接するように、第１
の液晶パネルと第２の液晶パネルとが接続し、かつ接続
部を開閉軸ｈとして、第１と第２の液晶パネルが向き合
うように開閉できるような機構を持たせた。
【００１９】第１の液晶パネルと第２の液晶パネルは一
般的な液晶パネルを使用することができるが、その外形
は長方形ではなく、開閉軸ｈに対して垂直方向をとる表
示幅が、同一液晶パネル内の任意の２箇所で異なるよう
にした。図１のＡの箇所では表示幅はｍとし、Ｂの箇所
では表示幅はｎとした。第１と第２の液晶パネルには、
下辺が上辺よりも短い台形の形状を採用したので、ｍの
方がｎより大きくなっている。さらに第１の液晶パネル
１と第２の液晶パネルとは、開閉軸ｈを中心に対称形と
した。
【００２０】また、第１の液晶パネル１と第２の液晶パ
ネル２とは複数の画素を有している。図３は第１と第２
の液晶パネルのこれら画素の配置を示した図である。図
中、小さな四角で示し、その一つの四角が画素３であ
る。一般に画素と画素とは、多少の隙間を持って隣り合
っているが、図３では簡略化し、画素３同士を接して図
示した。開閉軸ｈに対し、垂直方向に配列している画素
を画素列４（図中、斜線部）とし、また一つの画素の中
心部から、隣の画素の中心部までの距離を画素ピッチと
した。図３では、任意の２箇所として、画素ピッチｐ１
と画素ピッチｐ２を図示した。ここで図３には、第１と
第２の液晶パネルのそれぞれに１４列の画素列を示した
が、当然ながら、もっと多く、あるいは少ないの画素列
を有している液晶パネルを用いても構わない。
【００２１】図３では、同一液晶パネル内において、す
べての画素列の画素ピッチは等しく、かつ任意の画素列
の画素数を他の画素列の画素数と異なるように設定し
た。画素３の位置における画素列の画素ピッチｐ１と、
画素列４の画素ピッチｐ２は等しいが、画素３の位置の
画素列は１０個の画素を、画素列４には７個の画素を配
置し、画素列によって、画素の個数を変化させた。
【００２２】このように、台形の形の液晶パネルと液晶
パネル内の画素配置とを採用した液晶表示装置は携帯性
に優れ、ファッション性も高く、かつ良好な表示を実現
することができた。
【００２３】（実施例２）実施例２では、実施例１と同
様の第１と第２の液晶パネルの形状を用いた。本実施例
でも、第１と第２の液晶パネルに、図１に示すような構
成を採用し、第１と第２の液晶パネルが向き合うように
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開閉できるような機構を持たせ、第１と第２の液晶パネ
ルには、下辺が上辺よりも短い台形の形状を採用した。
さらに第１の液晶パネル１と第２の液晶パネルとは、開
閉軸ｈを中心に対称形とした。
【００２４】図４は第１と第２の液晶パネルにおける画
素の配置を示した図である。図中、小さな四角で示した
のが画素３である。また、開閉軸に対し、垂直方向に配
列している画素を画素列４（図中、斜線部）とし、また
一つの画素の中心部から、隣の画素の中心部までの距離
を画素ピッチｐとした。ここで、図４には、第１と第２
の液晶パネルのそれぞれに、１３列の画素列を、また一
つの画素列には６個の画素を示したが、当然ながら、も
っと多く、あるいは少ないの画素列、または画素を配置
した液晶パネルを用いても構わない。
【００２５】図４では、同一液晶パネル内において、任
意の画素列の画素ピッチを他の画素列の画素ピッチと異
なるように、かつ任意の画素列の画素数を他の画素列の
画素数と等しくなるように設定した。画素３の位置にお
ける画素列の画素ピッチｐ１は画素列４の画素ピッチｐ
２より大きくした。さらに、画素３の位置の画素列は６
個の画素を、画素列４にも同じく６個の画素を配置し、
画素列によって、画素の個数は変えず、画素ピッチを異
なるように配置した。
【００２６】本実施例における液晶表示装置は携帯性に
優れ、全体の形状が小型となり、さらに画素の大きさを
任意に変えることができ、良好な表示を実現した。
【００２７】 *
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*【発明の効果】本発明の液晶パネルと液晶パネル内の画
素配置とを実施した液晶表示装置は携帯性に優れ、ファ
ッション性も高く、かつ良好な表示を実現することがで
きる。さらに、画素の大きさを固定することも、画素の
大きさを任意に変化させることもできるので、本発明の
液晶表示装置を使用する観察者が、第１と第２の液晶パ
ネルを、どの位置から観察するかを考慮し、観察者側か
らの最適な画素の大きさを設定することも可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の構成を示す模式図であ
る。
【図２】本発明の液晶表示装置の構成を示す模式図であ
る。
【図３】本発明の液晶表示装置の画素構成を示す模式図
である。
【図４】本発明の液晶表示装置の画素構成を示す断面図
である。
【符号の説明】
１  第１の液晶パネル
２  第２の液晶パネル
３  画素
４  画素列
ｈ  開閉軸
ｍ  表示幅
ｎ  表示幅
ｐ１  画素ピッチ
ｐ２  画素ピッチ

【図１】 【図３】
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F-TERM分类号 2H089/HA40 2H089/QA11 2H089/QA16 2H089/SA17 5C094/AA15 5C094/AA60 5C094/BA43 5C094
/BA71 5C094/DA01 5C094/DA08 5C094/HA08 2H189/AA37 2H189/AA56 2H189/CA11 2H189/HA11 
2H189/HA16

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种液晶显示装置，该液晶显示装置具有用于打开和
关闭两个液晶面板的机构并且即使液晶面板具有矩形以外的形状也具有
良好的显示质量。 相对于开闭轴在上下方向上的显示宽度不同的液晶面
板设置在同一液晶面板的任意两个位置上，并且相对于开闭轴在上下方
向上排列有像素列。 它定义了间距和像素数。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9797b670-cec9-49f9-9776-f0808ab0731b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018615796/publication/JP2001281639A?q=JP2001281639A

